



























































































間の､特 に妻 と夫の父親 との間の忌避関係
(respect-avoidance)に起因するという｡つま
り､妻は夫の父親の名前とその名前に含まれる
語幹を口にできず､女性たちが代替語を徐々に
蓄積した結果､やがてそれが ｢女言葉｣となり､
今日では丁寧語としても用いられるようになっ
たと見るのだ｡その根拠は､｢女言葉｣の語蓑
の個人的な変異の大きさにある- ただし､フ
レーザーの説もこの要素は折 り込み済みだ｡
妻と夫の父親の間の忌避関係が (ズールーの
｢二重言語｣の女性版も含めた)｢女言葉｣の形
成に関わる複合的な要因の一つであることは間
違いない｡だが､恐らく､｢女言葉｣の形成を
それだけで説明するのは無理があろう｡
というのも､この忌避関係は､アフリカでは
普遍的ともいえる現象だ｡前回紹介した通 り､
フレーザ-もマラウイ北部の女性は決して夫の
名前もそれと同義的な語も口にしないと述べた｡
キブシギスやグシイを初め､ケニアの諸民族も
同様だ｡ だが､そのどの集団にも複雑な ｢女言
葉｣と呼べるほどのものはなかった｡
ところで､ケレウェと同じ潮間バントウ群に
罵する近隣のジタ (Jita)人やカラ (Kara)人
の間にもエンスインドがある [小森1999a]｡こ
こで､次の事実に注目しよう｡ジタ人やカラ人
にも妻と夫の父親の間の忌避関係があるが､そ
の作法はケレウ工人ほど厳格ではないO彼らの
エンスインドは通楯を含む長年の共存関係を通
じてケレウェから浸透 したもので､しかもケレ
ウェ語の語蓑をそのまま借間している [ibid].｡
もう一つ注目すべきは､ケレウェでは17世紀
に成立 した王制がタンザニアの独立 (1962)ま
で17代にわたって存続 していた事実である｡ケ
レウェ人の人口は現在約10万｡百万単位の人口
を誇る トランスバールのズ-ルー人やコ-サ人
の規模には遠 く及ばない｡しかし､ウガンダの
ニヨロ王国に端を発 し､ンコレ王国と系譜が重
なり合う権威のある王制が存在 した事実は､社
会の固い成層化と入り組んだ社会規範の発達を
促 したことを窺わせるに足るものである｡
■フレーザーの利点
複雑な ｢女言葉｣が報告されているのは､差
し当たり南部アフリカのコーサ人とズールー人､
それにケレウェ人だけだが､これは- いずれ
もバントウ語系言語の話者であるという以上の
意味で- 偶然ではあるまい｡フレーザーが考
えたように､王 (民族次元)と首長 (部族次
元)の名前に纏わるタブーに姻族間 (氏族次
元)のタブーが絡む形で成層的に複合 した言語
状況の錯綜が､｢女言葉｣を生み出す決定的な
圧力となったといえそうだ｡小森は､一方では
ケレウェの ｢女言葉｣を日本の女房詞と比較 し､
それが普通の単語に取って代わる場合もあるこ
とを指摘 している [小森1999b]｡上の意味で､
この推定の方がむしろ適切だといえる｡
前回､私は子称の分析を例として､フレーザ
ーの論理を思弁的だと批判 した｡ しかし､こう
してみると､量的に厚みのある彼の通文化的な
研究には､我々の集中的なフィール ドワークに
基づ く研究の検討と整理に嚢する側面が確かに
あることを認めなければならないだろう｡
(こんま とおる 神奈川大学社会人類学)
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